
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



工場ルポ No.338    暖房用ストーブの液体・粉体塗装 株式会社土谷製作所 

 〒065-0042 

 北海道札幌市東区本町 2条 10-2-35 

１．会社の沿革 

今回で 338 回を迎えた工場ルポは、北の大地北海道札幌市の㈱土谷製作所を取材して紹介する。 

同社は創業以来、農業用機械器具の製作･販売,暖房用ストーブの製造を行っている。 

塗装システムは、液体･粉体塗装ラインを被塗物に合わせて使い分けている効率的な設備･設計が  

施されているのが大きな特徴。 

同社の創業は、昭和 2年 7月。札幌市中央区にて牛乳容器,機械の専門工場｢土谷製作所｣として発足。 

 爾来、工場の増設,バルククーラーの開発,暖房用ストーブの製造などに伴い、設備の拡充･営業所･ 

出張所の開設と活発な企業展開を続けて現在に至る。 

２．工程と設備の概要 

 同社は、農業用機器と暖房用ストーブの製作から製造まで手掛けており、①材料受け入れ(小切り, 

シャーリング)→②プレス工程→③溶接(板金)→塗装の工程で進行している。 

 (1)加工技術 

 加工技術では、以下の設備を擁している。 

① プレス搬送ライン 

② サーボプレス 

③ 大型プレス(250～500t) 

④ マシニングセンター 

⑤ 板金加工 

⑥ ステンレス加工 

加工技術の工程を経ると塗装工程へと移行する。 

塗装設備は、一昨年 6 月に新設。液体静電塗装ラインと粉体塗装ラインを導入し、相互のラインを  

併行に稼動させることで、ワークの要求塗膜機能のニーズに対応できる相互メリットが得られた   

画期的な塗装システムである。塗装ラインの特徴と前処理の構成を紹介する。 

(2)前処理工程 

前処理工程は、液体溶剤ラインと粉体塗装ラインが供用して設計されており、両ライン共に着荷後に

前処理工程にワークが流れて行く。 

着荷→予備脱脂→脱脂→第 1水洗→第 2水洗→湯洗→防錆槽→水切り乾燥(140℃×20min) 

(3)塗装ラインの特徴 

前処理工程で水切り乾燥を終えたワークは、それぞれ溶剤液体塗装ライン,粉体塗装ラインに移行 

する。 

① 液体溶剤塗装ライン 

水洗塗装ブース内に、自動静電塗装システム･1 レシプロ 4 ガン 1 基･SUNAC1000(ガンはエア静電自動

ガン EAB200 を装着･塗装機器は旭サナック㈱)。 

塗装後に、被塗物は焼き付け乾燥炉へ流れて行く。乾燥は指触乾燥･100℃×10min。 

ラインの特徴:コンベヤー全長;90m。同スピード;1.2m/min。 

液体塗装ラインは、主に耐熱塗装が行われており、耐熱機能が要求されるストーブなどのパーツが 

塗装されている。 

塗膜厚は 20～40µを確保している。ここで扱われる部品の種類は約 50 点。 

 



② 粉体塗装ライン 

粉体塗装ブースに流れて行くワークの数は、60 種類くらい。 

粉体塗装ラインは、全長が 120m。ここもスピードは、1.2m/min と液体溶剤塗装ラインと整合して   

いるので前処理が供用できるのが魅力だ。 

粉体塗装は 11 色の塗色に対応している。メーン色が 1 色(ホワイト:40%,黒:30%,茶,グレーとある)。 

塗装システムは、コロナ帯電式 1レシプロ 1ガン 2基,ガンは X-3aを装着,塗装機器は旭サナック㈱。 

ここで塗られているワークは、暖房機器の外装など。塗料は、エポポリ樹脂系を採用。膜厚は    

ワークに応じて、40～70µを確保している。 

塗料は回収装置にて、回収している。 

塗膜硬化乾燥は、都市ガスを利用したガス熱風方式を採用しており、焼き付け硬化乾燥温度は  

170℃×20min。 

粉体塗装ラインでの留意点は、ゴミ発生による品質不良である。この対策には、空気の流入を防ぐ  

ことで対応している。 

３．新規設備の導入メリット 

 1 昨年 6月に新規設備を導入してから、1年余りが経過した。 

前処理設備を共用した液体溶剤塗装ラインと粉体塗装ラインを導入したことで、得られた最大の  

メリットは仕事の運営がスムーズになったことだ。 

液体と粉体ラインを被塗物の要求塗膜機能に合わせてライン稼働できることは、効率面で大きな  

成果が出ている。 

特に、粉体塗装ではこれまでの塗装品質のバラツキによる塗膜不良を 20～30%低減させている。 

このため、リコートを大きく減少させていることで生産効率をアップさせている。 

液体と溶剤の塗装ラインを適材適所に稼働させている理想的な“夢”の塗装ラインと言える。 

 取材に当たっては、現場スタッフの方々に大変お世話になりました。御礼申し上げます。 
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自動静電粉体･溶剤塗装ラインの概要 



 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲溶剤塗装システムは 1 レシプロ 4 ガン,

ガンはエア静電自動ガン EAB200 を装着 

▲前処理設備入り口 

(左:粉体ワーク,右:溶剤ワーク) 

▲粉体塗装用焼き付け乾燥炉出入り口▲粉体塗装装置制御盤 



 


